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ファッション関連商品の購買行動の要因における大学生とＯＬの対比
○市川　淳子　小林　茂雄
　(共立女大)

〈目的〉商品の販売や消費者の購買行動を考える場合、願客満足の要因は重要である。こ
の要因として、業態別小売店、店舗・店員、商品特性などの要因を取り上げ、女子大学生
の購買行動との関連について前年度の大会で報告した。本研究では、調査対象者を男子大
学生およびＯＬに広め、アンケート調査を通して顧客満足の要因について分析し、前年度
の結果も加えて、男子大学生、女子大学生、ＯＬの３者間で比較検討した。
　〈方法〉調査内容は、衣料品（フォーマルウェアージーンズ・下着など）について、①業
態別小売店（百貨店・専門店一通信販売など）からみた購買頻度、②店舗・店員関係の要
因（店の広さ・品揃え・店員の商品知識など）の重視度、③商品特性の要因（素材・ブラ
ンド・製造国など）の重視度、また、④店員の態度の良否による購買行動への影響につい
てである。有効回答数は男子大学生72人、ＯＬ（２０歳後半が中心）74人である。前年度の
女子大学生は150人である。調査データの因子分析から基本因子を抽出し、因子得点をもと
に３者間の特徴を分析した。に３者間の特徴を分析した。
　〈結果〉商品購入時の店員の態度が悪いために、その店での購入をやめた経験のある人は、
男子学生71%、女子学生77%、O L89％であった。業態別小売店の要因、店舗・店員の要
因、商品特性要因の因子分析により、男子学生一女子学生・ＯＬの特徴を比較すると、女
子学生・ＯＬと男子学生に大別される場合が多いが、業態別小売店の百貨店、店舗・店員
の品揃え、商品特性の素材一価格などが両群を分ける主要な要因である。
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＜目的＞　おしゃれに対する興味、関心は年々低年齢化してきているが、小学生時代は高

学年になるにつれて、おしゃれ意識の変化は特に大きいと考えられる。ここでは小学６年
生と３年生を対象に、衣生活に関する調査を通して、学年差、男女差の面からおしゃれ意
識について考察した。

＜方法＞　関東地区の小学校に通う学童384名（6年生；男子106名、女子72名、3年生
104名、女子82名）を対象に、1999年12月に質問紙法による調査を実施した。調査内容は、

通学服の選択方法、洋服の購入方法、洋服（フ種類）の好み、日常のおしゃれや洋服の興

味に関する質問（11項目）などである。なお、回答のしやすさから主として２件法（好き
・嫌い、はい・いいえ）を用いた。

＜結果＞　通学服の選択は３年生では、男子は「親が決める」、女子は「自分が決める」、
６年生では、男女共に「自分が決める」の割合が高かった。洋服の購入は全体的に「親が

買う」、または「親と一緒に買う」が多かった。洋服の好み、日常のおしゃれや洋服の興

味については、母比率の差の検定により、学年差、男女差を検討した。その結果、有意差

の多＜みられたものは「かわいらしい洋服」、「おとなっぽい洋服」であり、前者につい
ては、男子よりも女子が、女子では３年生よりも６年生が、後者については、男女ともに

３年生よりも６年生が、６年生では男子よりも女子が好きと回答する割合が高かった。ま

た、日常の着装行動については、おしゃれ意識は男子よりも女子、女子では３年生よりも
６年生の方が高いものが多いが。男子では学年差による違いはほとんど見られなかった。
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